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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第123期

第３四半期
連結累計期間

第124期
第３四半期
連結累計期間

第123期

会計期間
自平成27年４月１日
至平成27年12月31日

自平成28年４月１日
至平成28年12月31日

自平成27年４月１日
至平成28年３月31日

売上高 （千円） 19,473,098 19,021,474 26,309,527

経常利益 （千円） 2,044,735 2,037,762 2,457,228

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 1,419,669 1,703,304 1,662,129

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 1,107,617 1,611,352 645,453

純資産額 （千円） 15,510,085 16,270,880 15,047,749

総資産額 （千円） 26,432,407 26,785,583 25,672,321

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 221.25 269.11 259.59

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） 220.76 267.99 258.97

自己資本比率 （％） 58.4 60.4 58.3

 

回次
第123期

第３四半期
連結会計期間

第124期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自平成27年10月１日
至平成27年12月31日

自平成28年10月１日
至平成28年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 67.88 117.52

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しているため、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してい

ません。

２．売上高には、消費税等は含まれていません。

３．平成28年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を実施しています。これに伴い、前連結会

計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期（当期）純利益金額及び潜在株式調整

後１株当たり四半期（当期）純利益金額を算定しています。

 

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

（1）業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、設備投資の持ち直しや企業収益、雇用環境の改善等により、

緩やかな回復傾向にあるものの、アジア新興国等の経済減速や英国のＥＵ離脱、米国の大統領選挙に起因する金融

資本市場の不安定な動きから、景気の先行きは、依然不透明な状況で推移しました。

このような経営環境の中、当社グループの当第３四半期連結累計期間の業況は、主力の染色加工事業、繊維販売

事業が減収となったことにより、グループ全体では減収となりました。しかしながら、エネルギー費等が減少傾向

にあることや製造原価の低減活動に継続的に取り組んでいること等から、営業利益は増益となりました。また、経

常利益は、持分法による投資利益が減少したことから減益となりましたが、親会社株主に帰属する四半期純利益

は、投資有価証券の売却益を計上したため増益となりました。

当第３四半期連結累計期間の当社グループの売上高は、19,021百万円と前年同期比451百万円（△2.3%）の減収と

なり、営業利益は1,285百万円と前年同期比112百万円（9.5%）の増益、経常利益は2,037百万円と前年同期比6百万

円（△0.3%）の減益、親会社株主に帰属する四半期純利益は1,703百万円と前年同期比283百万円（20.0%）の増益と

なりました。

 

　セグメントの業績は次のとおりです。

 

（染色加工事業）

当事業では、婦人衣料用途やユニフォーム用途は堅調に推移しましたが、スポーツ用途の減少に歯止めがかから

ず、減収となりました。利益面では、染料等の原材料価格は、相変わらず高止まりが続いているものの、エネル

ギー価格が下落傾向にあることや、製造原価の低減、工場間での効率的な生産、稼働体制への取り組み等を継続し

たことにより増益となりました。

当事業の売上高は、9,309百万円と前年同期比34百万円（△0.4%）の減収となり、営業利益は611百万円と前年同

期比177百万円（40.7%）の増益となりました。

 

（繊維販売事業）

テキスタイル事業は、主力のユニフォーム用途の販路拡大に向け、新規市場や顧客開拓に注力しました。また、

資材用途、国内向け婦人衣料用途などの用途開拓にも取り組むなど、事業拡大に努めました。アパレル事業は、ODM

機能を活用した独自商材での商品提案を強化することにより、新規顧客の獲得に努めました。また、OEM事業は、生

産拠点のアセアン展開を加速させ、戦略的なSCM構築に注力しました。更に、両事業が連携することによって、国内

外のネットワークを生かした素材開発や調達活動、縫製工場の連携などに引き続き取り組みました。酒伊貿易（上

海）有限公司は、アパレル事業と連携し、アセアン地域を活用した事業の拡大に努めました。

当事業の売上高は、5,549百万円と前年同期比518百万円（△8.6%）の減収となり、営業利益は303百万円と前年同

期比93百万円（△23.5%）の減益となりました。

 

（その他の事業）

電子機器事業は、産業プラント向けＦＡ制御関連や電力・自動車向け制御機器関連が堅調に推移しました。水産

資材事業は、ODA案件の施工や主力の沖縄県、鹿児島県の他、宮崎県での中層浮魚礁事業の拡販に取り組みました。

織布事業は、高密度織物は低調だったものの、海外向け織物用糸加工が堅調に推移しました。建設不動産事業は、

住宅関連の受注・施工に注力するとともに、民需物件の開拓に努めました。複合部材事業は、モータースポーツ市

場での営業展開を継続するとともに、販促活動に注力し、スポーツ、レジャー用途への拡販に取り組みました。縫

製事業は、重点客先との深耕や、ODM事業での新規開拓の取り組みに努めました。

その他事業の売上高は、4,161百万円と前年同期比101百万円（2.5%）の増収となり、営業利益は364百万円と前年

同期比33百万円（10.1%）の増益となりました。
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（2）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

（3）研究開発活動

　当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、547百万円です。なお、当第３四半期

連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 22,400,000

計 22,400,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成28年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成29年２月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 6,836,258 6,836,258
㈱東京証券取引所

（第一部）

 単元株式数

 100株

計 6,836,258 6,836,258 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

当第３四半期会計期間において、新たに発行した新株予約権等はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（千株）

発行済株式総
数残高

（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成28年10月１日 △61,526 6,836 － 4,655,044 － 1,536,986

（注）平成28年６月24日開催の第123回定時株主総会決議により、平成28年10月１日付で10株につき１株の割合で株式

併合を実施しました。これにより株式数は61,526,329株減少し、発行済株式総数は6,836,258株となっていま

す。

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　　　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

　　記載することができないことから、直前の基準日（平成28年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしてい

　　ます。

 

①【発行済株式】

平成28年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）  普通株式　 5,365,000 － －

完全議決権株式（その他）  普通株式　62,868,000 62,868 －

単元未満株式  普通株式　　 129,587 －
１単元（1,000株）未満

の株式

発行済株式総数 68,362,587 － －

総株主の議決権 － 62,868 －

（注）１．「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が6,000株含まれています。また、

「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数６個が含まれています。

２．平成28年６月24日開催の第123回定時株主総会決議により、平成28年10月１日付で10株につき１株の割合で

株式併合を実施しました。また、同定時株主総会決議により、平成28年10月１日付で定款変更が行われ、単

元株式数は1,000株から100株となっています。当該株式併合及び単元株式数の変更は上記株式数には反映さ

れていません。

 

②【自己株式等】

平成28年９月30日現在
 

　所有者の氏名又
　は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合(％)

サカイオーベック

ス株式会社

福井市花堂中二丁

目15番１号
5,365,000 － 5,365,000 7.85

計 － 5,365,000 － 5,365,000 7.85

（注）１．上記の他、株主名簿上は当社名義となっていますが、実質的に所有していない株式が2,000株（議決権の数

２個）あります。なお、当該株式数は、上記①「発行済株式」の「完全議決権株式（その他）」の欄に含ま

れています。

２．平成28年６月24日開催の第123回定時株主総会決議により、平成28年10月１日付で10株につき１株の割合で

株式併合を実施しました。また、同定時株主総会決議により、平成28年10月１日付で定款変更が行われ、単

元株式数は1,000株から100株となっています。当該株式併合及び単元株式数の変更は上記株式数には反映さ

れていません。

３．平成28年７月22日開催の取締役会決議に基づき、第３四半期会計期間において、自己株式37千株の取得を実

施したことにより、当第３四半期会計期間末の自己株式数は574千株となっています。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しています。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成28年10月１日から平

成28年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けています。

EDINET提出書類

サカイオーベックス株式会社(E00565)

四半期報告書

 7/17



１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成28年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成28年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,340,738 3,643,622

受取手形及び売掛金 4,609,359 ※ 4,300,988

電子記録債権 554,469 1,303,342

商品及び製品 1,162,551 1,268,396

仕掛品 551,259 651,565

原材料及び貯蔵品 346,224 398,133

その他 1,109,964 1,085,819

貸倒引当金 △39,666 △40,689

流動資産合計 11,634,901 12,611,179

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 2,635,963 2,520,077

機械装置及び運搬具（純額） 893,346 961,961

土地 2,695,659 2,695,659

リース資産（純額） 54,186 81,971

建設仮勘定 16,162 －

その他（純額） 42,121 40,032

有形固定資産合計 6,337,439 6,299,701

無形固定資産   

のれん 27,323 20,492

その他 112,030 102,149

無形固定資産合計 139,353 122,641

投資その他の資産   

出資金 4,974,992 5,139,306

その他 2,587,936 2,672,639

貸倒引当金 △2,301 △59,885

投資その他の資産合計 7,560,627 7,752,060

固定資産合計 14,037,419 14,174,404

資産合計 25,672,321 26,785,583
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成28年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成28年12月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 3,578,098 ※ 3,620,718

電子記録債務 246,082 ※ 283,545

短期借入金 1,385,740 1,266,940

未払法人税等 369,029 282,457

賞与引当金 506,717 276,994

その他 862,593 1,051,710

流動負債合計 6,948,261 6,782,366

固定負債   

長期借入金 1,964,065 1,870,060

退職給付に係る負債 819,332 849,309

資産除去債務 108,566 109,476

その他 784,345 903,490

固定負債合計 3,676,310 3,732,335

負債合計 10,624,572 10,514,702

純資産の部   

株主資本   

資本金 4,655,044 4,655,044

資本剰余金 2,037,362 2,037,362

利益剰余金 8,144,952 9,625,582

自己株式 △972,631 △1,154,737

株主資本合計 13,864,727 15,163,251

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 510,258 553,044

繰延ヘッジ損益 △35,075 8,893

為替換算調整勘定 763,222 563,301

退職給付に係る調整累計額 △133,126 △113,268

その他の包括利益累計額合計 1,105,279 1,011,971

新株予約権 31,086 47,646

非支配株主持分 46,655 48,012

純資産合計 15,047,749 16,270,880

負債純資産合計 25,672,321 26,785,583
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年12月31日)

売上高 19,473,098 19,021,474

売上原価 16,808,977 16,162,340

売上総利益 2,664,120 2,859,133

販売費及び一般管理費 1,490,975 1,573,983

営業利益 1,173,145 1,285,150

営業外収益   

受取利息 5,349 5,447

受取配当金 41,746 43,739

持分法による投資利益 799,557 639,090

その他 72,860 107,910

営業外収益合計 919,514 796,188

営業外費用   

支払利息 39,051 29,354

その他 8,872 14,221

営業外費用合計 47,924 43,575

経常利益 2,044,735 2,037,762

特別利益   

固定資産売却益 1,417 9

投資有価証券売却益 185 391,049

助成金収入 3,678 －

補助金収入 23,000 14,877

その他 825 487

特別利益合計 29,106 406,425

特別損失   

固定資産売却損 － 39

固定資産除却損 463 1,242

固定資産圧縮損 3,792 11,727

投資有価証券売却損 320 －

投資有価証券評価損 449 －

特別損失合計 5,025 13,009

税金等調整前四半期純利益 2,068,817 2,431,178

法人税、住民税及び事業税 313,739 579,444

法人税等調整額 332,296 147,166

法人税等合計 646,035 726,611

四半期純利益 1,422,781 1,704,567

非支配株主に帰属する四半期純利益 3,112 1,263

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,419,669 1,703,304
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年12月31日)

四半期純利益 1,422,781 1,704,567

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △14,860 42,879

繰延ヘッジ損益 △33,416 43,968

為替換算調整勘定 △9,329 △54,167

退職給付に係る調整額 24,597 19,858

持分法適用会社に対する持分相当額 △282,155 △145,753

その他の包括利益合計 △315,163 △93,215

四半期包括利益 1,107,617 1,611,352

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 1,104,531 1,609,996

非支配株主に係る四半期包括利益 3,086 1,356
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

一部の連結子会社は、法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実

務上の取扱い」（実務対応報告第32号　平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４

月１日以後に取得した建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しています。

なお、当第３四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表への影響はありません。

 

（追加情報）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を第

１四半期連結会計期間から適用しています。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

　　　※四半期連結会計期間末日満期手形

　　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしています。なお、

　当四半期連結会計期間の末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が四半期連

　結会計期間末日残高に含まれています。

 
前連結会計年度

（平成28年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成28年12月31日）

　　　受取手形 －千円 45,830千円

　　　支払手形 － 40,864

　　　電子記録債務 － 31,581

 

（四半期連結損益計算書関係）

　　　　　該当事項はありません。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成していません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、

次のとおりです。

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年12月31日)

減価償却費 411,419千円 390,383千円

のれんの償却額 6,830 6,830
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年12月31日）

（１）配当金支払額

（決議）

 

株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月19日

定時株主総会
普通株式 128,902 ２ 平成27年３月31日 平成27年６月22日 利益剰余金

 

（２）株主資本の金額の著しい変動

　当社は、平成27年９月17日開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用さ

れる同法第156条の規定に基づき自己株式を取得することを決議し、自己株式立会外買付取引（ToSTNet-３）

により、自己株式825,000株の取得を行いました。

　この結果、自己株式は単元未満株式の買取りと併せ、当第３四半期連結累計期間において160,983千円増加

し、当第３四半期連結会計期間末において自己株式が972,472千円となっています。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年12月31日）

（１）配当金支払額

（決議）

 

株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月24日

定時株主総会
普通株式 222,674 ３.５ 平成28年３月31日 平成28年６月27日 利益剰余金

 

（２）株主資本の金額の著しい変動

当社は、平成28年７月22日開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用さ

れる同法第156条の規定に基づき自己株式を取得することを決議し、自己株式100,000株（株式併合後）の取得

を行いました。

この結果、自己株式は単元未満株式の買取りと併せ、当第３四半期連結累計期間において182,105千円増加

し、当第３四半期連結会計期間末において自己株式が1,154,737千円となっています。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント
その他

(注)１
合計

調整額

(注)２

四半期連結

損益計算書

計上額

(注)３
 

染色加工

事業

繊維販売

事業
計

売上高        

外部顧客への売

上高
9,343,829 6,068,547 15,412,377 4,060,721 19,473,098 － 19,473,098

セグメント間の

内部売上高又は

振替高

53,475 9,140 62,615 382,004 444,620 △444,620 －

計 9,397,304 6,077,688 15,474,992 4,442,726 19,917,719 △444,620 19,473,098

セグメント利益 434,658 397,301 831,959 331,497 1,163,457 9,687 1,173,145

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、織布事業、電子機器事

　　　　　業等を含んでいます。

 　２．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去額です。

　　　３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント
その他

(注)１
合計

調整額

(注)２

四半期連結

損益計算書

計上額

(注)３
 

染色加工

事業

繊維販売

事業
計

売上高        

外部顧客への売

上高
9,309,828 5,549,677 14,859,506 4,161,967 19,021,474 － 19,021,474

セグメント間の

内部売上高又は

振替高

19,517 31,368 50,886 497,405 548,291 △548,291 －

計 9,329,346 5,581,046 14,910,392 4,659,373 19,569,766 △548,291 19,021,474

セグメント利益 611,724 303,854 915,578 364,977 1,280,555 4,594 1,285,150

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、織布事業、電子機器事

　　　　　業等を含んでいます。

 　２．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去額です。

　　　３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりです。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年12月31日）

（1）１株当たり四半期純利益金額 221円25銭 269円11銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（千円）
1,419,669 1,703,304

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期

純利益金額（千円）
1,419,669 1,703,304

普通株式の期中平均株式数（千株） 6,416 6,329

（2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 220円76銭 267円99銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額

（千円）
－ －

普通株式増加数（千株） 14 26

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり

四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前

連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

－ －

（注）平成28年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を実施しています。これに伴い、前連結会計

年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり

四半期純利益金額を算定しています。

 

（重要な後発事象）

（自己株式の消却）

当社は、平成29年２月10日開催の取締役会において、会社法第178条の規定による自己株式の消却について決

議しました。

(１) 消却する株式の種類　　当社普通株式

(２) 消却する株式の数　　　200,000株（消却前の発行済株式数に対する割合 2.93％）

(３) 消却予定日　　　　　　平成29年３月１日

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成29年２月10日

サカイオーベックス株式会社

取締役会　御中
 

 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 櫻井　　均　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 安田　康宏　　印

 

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているサカイオーベッ

クス株式会社の平成28年４月１日から平成29年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成28年10月１

日から平成28年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記につい

て四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、サカイオーベックス株式会社及び連結子会社の平成28年12月31日現在

の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がす

べての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しています。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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